
（令和7年度～令和11年度）

みやぎ
こども幸福計画

こう ふく けい かくこうこうこう ふくふくふく けいけいけい かくかくかく

宮城県
みや ぎ けん

概要版
がい よう ばん

れい わ ねん ど れい わ ねん ど
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みやぎ幸
こう

福
ふく

計
けい

画
かく

ってなに？（計
けい

画
かく

策
さく

定
てい

の趣
しゅ

旨
し

）

　みやぎの未
み

来
らい

を創
つく

っていくこどもを健
けん

康
こう

に育
そだ

てるため、そしてこどもを育
そだ

てやすい社
しゃ

会
かい

をつくるた
めに、大

だい

事
じ

にすることや必
ひつ

要
よう

なことを書
か

いた計
けい

画
かく

です。

誰
だれ

のための計
けい

画
かく

なの？（計
けい

画
かく

の対
たい

象
しょう

）

　宮
みや

城
ぎ

県
けん

に住
す

むすべてのこども・若
わか

者
もの

や周
まわ

りのおとなのための計
けい

画
かく

です。

いつからいつまでの計
けい

画
かく

なの？（計
けい

画
かく

期
き

間
かん

）

　令
れい

和
わ

７年
ねん

度
ど

から令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

までの５年
ねん

間
かん

の計
けい

画
かく

です。

計
けい

画
かく

の目
め

指
ざ

すものはなに？（基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

）

コラム　ウェルビーイングってなんだろう？　
　ウェルビーイングはもともと英

えい

語
ご

の専
せん

門
もん

用
よう

語
ご

です。国
くに

や宮
みや

城
ぎ

県
けん

では、ウェル
ビーイングの意

い

味
み

を「こころもからだも元
げん

気
き

で、まわりの人
ひと

ともいい関
かん

係
けい

で、
今
いま

も将
しょう

来
らい

も幸
しあわ

せな状
じょう

態
たい

であること」だと考
かんが

えています。
　たとえば、家

か

族
ぞく

や友
とも

だちと安
あん

全
ぜん

に安
あん

心
しん

して毎
まい

日
にち

すごすことや、将
しょう

来
らい

の夢
ゆめ

や希
き

望
ぼう

を持
も

つこと、じぶんの学
がっ

校
こう

やまちを良
よ

いものにしていきたいと思
おも

うことも、
ウェルビーイングの一

いち

部
ぶ

です。

　「みやぎこども幸
こう

福
ふく

計
けい

画
かく

」が目
め

指
ざ

すのは、

です。

●誰
だれ
もが安

あん
心
しん
してこどもを生

う
み育

そだ
てられる社

しゃ
会
かい

●�すべてのこどもがどんな環
かん
境
きょう
で生

う
まれ育

そだ
っても、愛

あい
情
じょう
に包

つつ
まれ、夢

ゆめ
と�

希
き
望
ぼう
を持

も
つことができる社

しゃ
会
かい

●�すべてのこどもが健
すこ
やかに成

せい
長
ちょう
でき、将

しょう
来
らい
にわたって幸

しあわ
せ（ウェルビー

イング）に暮
く
らすことができる社

しゃ
会
かい

（令
れ い

和
わ

７年
ね ん

度
ど

〜令
れ い

和
わ

11年
ね ん

度
ど

）の概
が い

要
よ う
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どんなことを大
たい

切
せつ

にするの？（７つの視
し

点
てん

）

　もっと詳
くわ

しい内
ない

容
よう

を知
し

りたい人
ひと

は次
つぎ

のページへ

❶ すべてのこども・若
わか

者
もの

の幸
しあわ

せ

　すべてのこどもが大
たい

切
せつ

にされ、すこやかに成
せい

長
ちょう

で
きるよう、ひとりひとりの環

かん

境
きょう

を考
かんが

えながら、こど
もや若

わか

者
もの

の幸
しあわ

せを一
いち

番
ばん

に考
かんが

えて取
とり

組
くみ

を進
すす

めます。

❸ こども・若
わか

者
もの

・子
こ

育
そだ

てをする人
ひと

と一
いっ

緒
しょ

に

　こどもや若
わか

者
もの

、子
こ

育
そだ

てをする人
ひと

が安
あん

心
しん

して意
い

見
けん

を
言
い

い、社
しゃ

会
かい

に参
さん

加
か

できる機
き

会
かい

を作
つく

り、話
はな

し合
あ

いなが
ら取

とり

組
くみ

を進
すす

めます。

❺ 地
ち

域
いき

全
ぜん

体
たい

でこどもや子
こ

育
そだ

てを応
おう

援
えん

　国
くに

や地
ち

域
いき

、学
がっ

校
こう

、会
かい

社
しゃ

やさまざまな団
だん

体
たい

が協
きょう

力
りょく

し
て、すべてのこどもと家

か

族
ぞく

を地
ち

域
いき

全
ぜん

体
たい

でサポートし
ながら、取

とり

組
くみ

を進
すす

めます。

❼ 東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

で大
たい

変
へん

な思
おも

いをした
こども・若

わか

者
もの

のこころのケア

　震
しん

災
さい

で心
こころ

に傷
きず

を負
お

ったこどもや若
わか

者
もの

、その家
か

族
ぞく

を
助
たす

けるため、長
なが

く丁
てい

寧
ねい

に、その人
ひと

たちの成
せい

長
ちょう

に合
あ

っ
たサポートを続

つづ

けます。

❹ 仕
し

事
ごと

と生
せい

活
かつ

のどちらも大
たい

切
せつ

に

　子
こ

育
そだ

てをする人
ひと

が安
あん

心
しん

して仕
し

事
ごと

をできる社
しゃ

会
かい

を目
め

指
ざ

して、男
だん

女
じょ

が協
きょう

力
りょく

して仕
し

事
ごと

と生
せい

活
かつ

が両
りょう

立
りつ

できる仕
し

組
く

みを考
かんが

えながら取
とり

組
くみ

を進
すす

めます。

❻ 結
けっ

婚
こん

などへのひとりひとりの考
かんが

えを大
たい

切
せつ

に

　結
けっ

婚
こん

や子
こ

育
そだ

てには人
ひと

それぞれの希
き

望
ぼう

があります。
みんなの考

かんが

えを大
たい

切
せつ

にし、希
き

望
ぼう

がかなうように工
く

夫
ふう

しながら、取
とり

組
くみ

を進
すす

めます。

❷ 子
こ

育
そだ

てをするすべての人
ひと

を応
おう

援
えん

　子
こ

育
そだ

てをするすべての人
ひと

が安
あん

心
しん

して子
こ

育
そだ

てできる
よう、こどもの出

しゅっさん

産から成
せい

長
ちょう

までサポートを受
う

けら
れる仕

し

組
く

みをつくり、社
しゃ

会
かい

全
ぜん

体
たい

で子
こ

育
そだ

てをする人
ひと

を
支
ささ

える取
とり

組
くみ

を進
すす

めます。

７つの視
し

点
て ん

　宮
みや

城
ぎ

県
けん

は、次
つぎ

の７つのことを
大
たい

切
せつ

にしながら取
とり

組
くみ

を進
すす

めます。
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どんな取
とり

組
くみ

をするの？

　宮
みや

城
ぎ

県
けん

が「みやぎこども幸
こう

福
ふく

計
けい

画
かく

」で取
と

り組
く

む主
おも

なことを、３つに分
わ

けて説
せつ

明
めい

します。

３つの取
と り

組
く み

１  すべての年
ねん

齢
れい

のこども・若
わか

者
もの

のために取
と

り組
く

むこと

・�こどもや若
わか

者
もの

が社
しゃ

会
かい

の活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

できるチャンスを作
つく

ったり、県
けん

やこど
も施

し

策
さく

に自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

を言
い

えたりする場
ば

所
しょ

を用
よう

意
い

していきます。

・�こどもが生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

を身
み

に付
つ

けられるようにお知
し

らせする活
かつ

動
どう

をしたり、
「食
しょく

育
いく

」を学
まな

ぶ活
かつ

動
どう

や、歯
は

と口
くち

の健
けん

康
こう

を守
まも

る大
たい

切
せつ

さを伝
つた

えることに力
ちから

を
入
い

れたりします。

・�安
あん

全
ぜん

・安
あん

心
しん

な遊
あそ

び場
ば

づくりや、子
こ

育
そだ

てをする家
か

族
ぞく

が住
す

む場
ば

所
しょ

のサポート
など、「こどもまんなかまちづくり」を進

すす

めます。

・�お金
かね

が足
た

りず生
せい

活
かつ

や進
しん

学
がく

に困
こま

っているこどもやその家
か

族
ぞく

をサポートする
仕
し

組
く

みづくりや居
い

場
ば

所
しょ

づくりなどを行
おこな

います。

・�障
しょう

がいのあるこどもや特
とく

別
べつ

な医
い

療
りょう

のお世
せ

話
わ

が必
ひつ

要
よう

なこどもを支
ささ

えて、こ
どもと家

か

族
ぞく

が身
み

近
ぢか

な地
ち

域
いき

で暮
く

らせるようにします。

・�こどもが親
おや

やお世
せ

話
わ

をする人
ひと

からたたかれたり、ひどい言
こと

葉
ば

を言
い

われた
りして、体

からだ

や心
こころ

を傷
きず

つけられることがないように、さまざまな団
だん

体
たい

と協
きょう

力
りょく

して、前
まえ

もって防
ふせ

いでいきます。

・�インターネットを安
あん

心
しん

して利
り

用
よう

できるようにしたり、犯
はん

罪
ざい

、事
じ

故
こ

、地
じ

震
しん

などに備
そな

えたり、「闇
やみ

バイト」等
とう

の犯
はん

罪
ざい

に加
くわ

わらせないようにすること
で、こどもや若

わか

者
もの

の安
あん

全
ぜん

や安
あん

心
しん

を守
まも

っていきます。

・�東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

で心
こころ

に傷
きず

を負
お

ったこどもや若
わか

者
もの

、その家
か

族
ぞく

を手
て

助
だす

けし、希
き

望
ぼう

する進
しん

路
ろ

に進
すす

めるようにしたり、心
こころ

の傷
きず

を治
なお

すためのサポートを行
おこな

っ
たりしていきます。

2  こども・若
わか

者
もの

の成
せい

長
ちょう

に合
あ

わせて取
と

り組
く

むこと

６才
さい

くらいまで
・�こどもが生

う

まれる前
まえ

や生
う

まれた後
あと

の医
い

療
りょう

の仕
し

組
く

みをしっかり整
ととの

えます。

・�こどもが生
う

まれる前
ぜん

後
ご

のお母
かあ

さん・お父
とう

さんが心
こころ

や体
からだ

を休
やす

めるためのサ
ポートを行

おこな

います。

・�幼
よう

稚
ち

園
えん

や保
ほ

育
いく

園
えん

、こども園
えん

などの場
ば

所
しょ

や、そこで働
はたら

く人
ひと

たちが足
た

りない
ことがないようにします。

６才
さい

から18才
さい

くらいまで
・�学

がっ

校
こう

でこどもが体
たい

力
りょく

や運
うん

動
どう

する能
のう

力
りょく

を身
み

に付
つ

けるために、学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

た
ちの教

おし

える力
ちから

をもっと高
たか

めていきます。
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・�こどもが何
なに

かを学
まな

びたいという気
き

持
も

ちを高
たか

めることや、学
がっ

校
こう

でのタブ
レットの活

かつ

用
よう

を進
すす

めます。

・��障
しょう

がいがある・ないにかかわらず、希
き

望
ぼう

するこどもが学
がっ

校
こう

で一
いっ

緒
しょ

に勉
べん

強
きょう

できるように工
く

夫
ふう

をしていきます。

・�放
ほう

課
か

後
ご

児
じ

童
どう

クラブやさまざまな地
ち

域
いき

の居
い

場
ば

所
しょ

など、こどもが放
ほう

課
か

後
ご

や休
やす

みの日
ひ

にほっとできる・安
あん

心
しん

できる場
ば

所
しょ

づくりを進
すす

めます。

・�こどもが病
びょう

気
き

になったときやケガをしたときにすぐに治
ち

療
りょう

を受
う

けられる
ような仕

し

組
く

みをしっかり作
つく

ります。

・�自
じ

分
ぶん

や他
ほか

の人
ひと

の体
からだ

や心
こころ

の成
せい

長
ちょう

について知
し

ったり、悩
なや

みを相
そう

談
だん

したりでき
るチャンスを増

ふ

やします。

・�こどもが自
じ

分
ぶん

の将
しょう

来
らい

について夢
ゆめ

や目
もく

標
ひょう

を持
も

って、さまざまなことにチャ
レンジすることをサポートします。

・�社
しゃ

会
かい

の一
いち

員
いん

になること、将
しょう

来
らい

の生
い

き方
かた

や、親
おや

になることなどについて考
かんが

えを広
ひろ

めるサポートを行
おこな

います。

・�いじめからこどもを守
まも

るため、学
がっ

校
こう

がいちはやくいじめに気
き

付
づ

けるよう
にし、安

あん

心
しん

して学
まな

べる場
ば

所
しょ

づくりを行
おこな

います。

・�登
とう

校
こう

しないこども、登
とう

校
こう

したくてもできないこどもとその家
か

族
ぞく

が、学
がっ

校
こう

の中
なか

や外
そと

で相
そう

談
だん

ができたり、こどもが教
きょう

育
いく

を受
う

けたりすることができる
仕
し

組
く

みづくりを行
おこな

います。

・�高
こう

校
こう

を途
と

中
ちゅう

でやめた人
ひと

がもう一
いち

度
ど

勉
べん

強
きょう

するためのサポートを行
おこな

います。

18才
さい

以
い

上
じょう

・�高
こう

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

した後
あと

も勉
べん

強
きょう

を続
つづ

けるためのお金
かね

のサポートなどを行
おこな

います。

・�仕
し

事
ごと

を始
はじ

めるためのサポートや、男
だん

性
せい

だけでなく女
じょ

性
せい

も仕
し

事
ごと

やまちで活
かつ

躍
やく

できる仕
し

組
く

みづくりを進
すす

めます。

・�結
けっ

婚
こん

したいと思
おも

う人
ひと

たちのために、出
で

会
あ

いのチャンスや情
じょう

報
ほう

を提
てい

供
きょう

します。

3  子
こ

育
そだ

てをする人
ひと

たちへのサポートのために取
と

り組
く

むこと

・�お金
かね

が不
ふ

足
そく

していることを理
り

由
ゆう

にこどもを持
も

つことをあきらめることが
ないように、サポートします。

・�子
こ

育
そだ

てをする人
ひと

たちが一
ひ と り

人ぼっちにならないように、社
しゃ

会
かい

全
ぜん

体
たい

で助
たす

け合
あ

う雰
ふん

囲
い

気
き

づくりを行
おこな

います。

・�男
だん

性
せい

が子
こ

育
そだ

てのために仕
し

事
ごと

を休
やす

めるなど、男
だん

女
じょ

が仕
し

事
ごと

と子
こ

育
そだ

てを両
りょう

立
りつ

し
やすい社

しゃ

会
かい

づくりを進
すす

めます。

・�ひとり親
おや

家
か

庭
てい

のために、相
そう

談
だん

しやすい仕
し

組
く

みづくりや仕
し

事
ごと

を見
み

つける手
て

助
だす

け、お金
かね

のサポートなどを行
おこな

います。
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調
ちょう
査
さ
の概
がい
要
よう

　�「こども幸
こう
福
ふく
計
けい
画
かく
」を作

つく
るために、県

けん
内
ない
の中
ちゅう
学
がく
２年

ねん
生
せい
を対

たい
象
しょう
にアンケート調

ちょう
査
さ
を行
おこな
いました。集

あつ
まった回

かい
答
とう
は�

全
ぜん
国
こく
調
ちょう
査
さ
と比

くら
べたり、回

かい
答
とう
を組

く
み合

あ
わせて分

ぶん
析
せき
しています。

調
ちょう

査
さ

の期
き

間
かん
　�令

れい
和
わ
６年
ねん
７月
がつ
８日
にち
から�

令
れい
和
わ
６年
ねん
７月
がつ
26日

にち
まで

調
ちょう

査
さ

の対
たい

象
しょう
　�県
けん
内
ない
の中
ちゅう
学
がく
２年
ねん
生
せい
と特
とく
別
べつ
支
し
援
えん
学
がっ
校
こう
の中
ちゅう
学
がく
部
ぶ
２年
ねん
生
せい
�

合
ごう
計
けい
225校

こう
　19,329人

にん

調
ちょう

査
さ

の方
ほう

法
ほう
　�チラシを学

がっ
校
こう
に配

はい
布
ふ
し、インターネットや�

郵
ゆう
便
びん
で回
かい
答
とう

回
かい

答
とう

の状
じょう

況
きょう
　回

かい
答
とう
数
すう
7,217件

けん
（回
かい
答
とう
した人

ひと
の割
わり
合
あい
は37.3％）

宮
み や

城
ぎ

県
け ん

こどもアンケート調
ちょう

査
さ

こども・若
わか

者
もの

のみなさんから意
い

見
けん

を聞
き

きました

（％）

※今回の調査 n=7,217　全国調査 n=2,715
ちょうさこんかい ぜんこくちょうさ

③　何でも相談できる
　　場所

なん そうだん

ば  しょ

凡例
はんれい

②　勉強を無料で
　　見てくれる場所

ば  しょ

むりょう

み

べんきょう

①　夕ごはんを無料か
　　安く食べることが
　　できる場所

ば  しょ

ゆう

た

むりょう

やす

利用したこと
がある

りよう
あれば利用したい

と思う

りよう

おも
今後も利用したい
と思わない

りようこんご

おも 無回答
むかいとう今後利用したいか

どうか分からない

こんごりよう

わ

13.0

9.3

6.3 21.6 29.2 42.8

4.1 37.7 28.8 26.8

37.9 20.4 32.3

2.8

2.7 15.9 39.7 39.1

20.1 40.7 33.6

33.5 18.2 35.2

2.6

2.6

2.8

0.1

0.1

0.1今回の調査

全国調査

今回の調査

全国調査

今回の調査

全国調査

ちょうさこんかい

ぜんこくちょうさ

ちょうさこんかい

ぜんこくちょうさ

ちょうさこんかい

ぜんこくちょうさ

◆居
い

場
ば

所
しょ

の利
り

用
よう

　以
い
下
か
の①〜③の場

ば
所
しょ
を利

り
用
よう
したことがあるか、利

り
用
よう
したことがない場

ば
合
あい
、今
こん
後
ご
利
り
用
よう
したいと思

おも
うかを聞

き
きました。

　全
ぜん
国
こく
調
ちょう
査
さ
と比

くら
べる

と、どの項
こう
目
もく
も「利

り
用
よう

したことがある」人
ひと
の

割
わり
合
あい
が多

おお
いという結

けっ

果
か
になりました。例

たと

えば、①の質
しつ
問
もん
では、

いわゆる「こども食
しょく

堂
どう
」を利

り
用
よう
したことの

ある人
ひと
、利

り
用
よう
したいと

思
おも
う人

ひと
が多

おお
くいるこ

とがわかります。

７～10点　n＝4,243

４～６点　n＝2,332

０～３点　n=641

全体　n＝7,217

（％）
そう思う そう思わない

75.5％

60.1％

72.6％

79.5％

24.4％

39.9％

27.4％

20.5％

凡例
はんれい

無回答
むかいとうどちらかといえば

そう思わない
おも そう思わない

おも

おも おも

どちらかといえば
そう思う

おもそう思う
おも

ぜんたい

てん

てん

てん

【
生
活
の
満
足
度

（
３
区
分
）
別
】

せ
い
か
つく  

ぶ
ん

べ
つ

ま
ん 

ぞ
く  

ど

33.4 42.2 15.7 8.8

25.4 34.6 20.0 20.0

27.9 44.7 17.7 9.7

37.6 41.9 13.9 6.6

◆�生
せい

活
かつ

の満
まん

足
ぞく

度
ど

×宮
みや

城
ぎ

県
けん

に住
す

み続
つづ

けたいか

　最
さい
近
きん
の生

せい
活
かつ
にどれくらい満

まん
足
ぞく
しているか10点

てん
満
まん
点
てん
で聞

き
いた結

けっ
果
か
と、「宮

みや
城
ぎ
県
けん
に住

す
み続

つづ
けたいか、または他

ほか
の地

ち
域
いき
に移

うつ
り住

す
むことに

なってももどってきたいか」という質
しつ
問
もん
の答
こた
えを組

く
み合

あ
わせました。

　今
いま
の生

せい
活
かつ
に満

まん
足
ぞく

していない人
ひと
ほど、

宮
みや
城
ぎ
県
けん
に住

す
み続

つづ
け

たい割
わり
合
あい
が低

ひく
く、

逆
ぎゃく
に満

まん
足
ぞく
している

人
ひと
は住

す
み続

つづ
けたい

と思
おも
う割

わり
合
あい
が高

たか
い

ことがわかります。

28.3

37.1 35.8 24.5 2.3

36.0 27.9 7.9

0.3

今回の調査　n＝7,217
ちょうさこんかい

全国調査　　n＝310
ぜんこくちょうさ

（％）
凡例
はんれい ３点

（まったくない）

てん
４～６点

（ほとんどない）

てん
７～９点
（時々ある）

てん

ときどき
10～12点

（いつもある）

てん

無回答
むかいとう

5.89 点

5.20 点

平均値
へいきん ち

てん

てん

◆孤
こ

独
どく

感
かん

　さまざまな質
しつ
問
もん
の答
こた
えをもとに、孤

こ
独
どく
を感
かん
じているかどうかを点

てん
数
すう
で示
しめ
しました。点

てん
数
すう
が高
たか
ければ高

たか
いほど孤

こ
独
どく
を感
かん
じ

　　　　　ていることを示
しめ
しています。

　県
けん
内
ない
の中
ちゅう
学
がく
２年

ねん
生
せい
は、全

ぜん

国
こく
調
ちょう
査
さ
と比

くら
べて点

てん
数
すう
が高

たか

く、より孤
こ
独
どく
を感

かん
じている

という結
けっ
果
か
になりました。
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こんな意
い

見
け ん

がありました

　いただいた意
い
見
けん
をもとに、計

けい
画
かく
のなかの「こども・若

わか
者
もの
の社
しゃ
会
かい
参
さん
画
かく
・意

い

見
けん
反
はん
映
えい
」という項

こう
目
もく
で、宮

みや
城
ぎ
県
けん
の取
とり
組
くみ
の進
すす
め方
かた
に次
つぎ
のような意

い
味
み
の文
ぶん
章
しょう
を

新
あたら
しく加

くわ
えました。

「宮
みや
城
ぎ
県
けん
や県
けん
内
ない
の市

し
町
ちょう
村
そん
が幅
はば
広
ひろ
くこども・若

わか
者
もの
の意

い
見
けん
を聴

き
き、その意

い
見
けん
を

活
い
かすための取

とり
組
くみ
を行
おこな
ったり、その取

とり
組
くみ
を支

し
援
えん
したりします。」

【こどもの意
い

見
けん

を聞
き

ける場
ば

について】

子
こ
どもや大

おと な
人も幸

しあわ
せになって

ほしいから、子
こ
どもの意

い
見
けん
を

聞
き
けるような場

ば
をもう少

すこ
し

作
つく
ってほしいです。

　こどもが遊
あそ
ぶところ、たとえば雨

あめ
の日

ひ
でも遊

あそ
べる建

たて
物
もの
や、公

こう
園
えん
、公
こう
共
きょう
の

施
し
設
せつ
などは、主

おも
に市

し
や町
まち
、村
むら
が、その地

ち
域
いき
に住

す
んでいる人

ひと
たちのことを考

かんが

えて作
つく
っています。国

くに
や県
けん
は、その支

し
援
えん
を引

ひ
き続
つづ
き進
すす
めていきます。

　また、いただいた意
い
見
けん
をもとに、計

けい
画
かく
のなかの「住

す
みよいまちづくりの

推
すい
進
しん
」という項

こう
目
もく
で、宮

みや
城
ぎ
県
けん
の取
とり
組
くみ
の進
すす
め方
かた
に次
つぎ
のような意

い
味
み
の文
ぶん
章
しょう
を�

新
あたら
しく加

くわ
えました。

「子
こ
育
そだ
てをしやすい環

かん
境
きょう
をととのえるため、子

こ
育
そだ
てを支

し
援
えん
するような場

ば
所
しょ

を宮
みや
城
ぎ
県
けん
内
ない
に用
よう
意
い
したり、市

し
や町
まち
、村
むら
が建
たて
物
もの
を作
つく
りたいときに国

くに
のお金

かね
の

支
し
援
えん
などを受

う
けられたりできるようにお手

て
伝
つだ
いします。」

【こどもの遊
あそ

び場
ば

等
とう

の整
せい

備
び

について】

　これからお父
とう
さんやお母

かあ
さんになる人

ひと
たちが、こどもを産

う
む前
まえ
に不

ふ
安
あん
に

なったり助
たす
けが欲

ほ
しくなったりしたときに、相

そう
談
だん
にのったり気

き
持
も
ちを支

ささ
え

たりすることは、それぞれの市
し
や町
まち
、村
むら
が行
おこな
っています。宮

みや
城
ぎ
県
けん
は、この

活
かつ
動
どう
をしっかりと支

し
援
えん
していきます。

　また、計
けい
画
かく
のなかの「産

さん
前
ぜん
産
さん
後
ご
の支

し
援
えん
充
じゅう
実
じつ
・体
たい
制
せい
強
きょう
化
か
」という項

こう
目
もく
で、

宮
みや
城
ぎ
県
けん
の取
とり
組
くみ
の進
すす
め方
かた
の文
ぶん
章
しょう
に次
つぎ
のように言

こと
葉
ば
を付

つ
け加
くわ
えました。

「市
し
や町
まち
、村
むら
が行
おこな
う、【赤

あか
ちゃんを産

う
む前
まえ
のお母

かあ
さんやお父

とう
さんへの相

そう
談
だん
に

乗
の
る手

て
伝
つだ
いや】、赤

あか
ちゃんがいるお家

うち
に行

い
く活
かつ
動
どう
、赤
あか
ちゃんの成

せい
長
ちょう
を調
しら
べる

健
けん
康
こう
診
しん
断
だん
など、色

いろ
々
いろ
な機

き
会
かい
を通
とお
して、おうちの人

ひと
が困
こま
りごとがあるときに、

すぐに相
そう
談
だん
できるような仕

し
組
く
みをもっと便

べん
利
り
で安
あん
心
しん
なものにしていきます。」

【母
ぼ

子
し

支
し

援
えん

について】

もっと子
こ
どもを産

う
む前
まえ
の親
おや
に寄

よ
り添

そ

うようなサポートがあるといいなと
思
おも
いました。特

とく
に、精

せい
神
しん
的
てき
な支
ささ
えも

大
だい
事
じ
にしてほしいと思

おも
いました。

子
こ
どもが気

き
軽
がる
に遊

あそ
べる場

ば
所
しょ

（児
じ
童
どう
館
かん
、公

こう
園
えん
など）をもっと

増
ふ
やしてほしいです。

若
わか
者
もの
が楽

たの
しめるような公

こう
共
きょう

施
し
設
せつ
を増

ふ
やしたらより若

わか
者
もの

が幸
こう
福
ふく
になると思

おも
います。

（％）
あてはまる あてはまらないどちらかといえば

あてはまる
どちらかといえば
あてはまらない

あてはまる あてはまらない
凡例
はんれい

無回答
むかいとう

③　自分は役に立たないと強く
　　感じる

じ　ぶん

かん

やく た つよ

②　うまくいくかわからないこと
　　にもがんばって取り組む

と く

①　今の自分が好きだ
いま じ　ぶん す

※今回の調査 n=7,217　全国調査 n=310
ちょうさこんかい ぜんこくちょうさ

23.6

30.3

35.5

15.1 25.6 35.4 23.8

45.230.0 18.7 6.1

42.0 16.4 6.1

23.56.1 38.7 31.6

45.5 16.5 7.7

38.8 23.8 13.8

0.3

62.4％

75.8％

77.5％

75.2％

40.7％

29.7％

37.6％

24.2％

22.5％

24.8％

59.3％

70.3％

今回の調査

全国調査

ちょうさこんかい

ぜんこくちょうさ

今回の調査

全国調査

ちょうさこんかい

ぜんこくちょうさ

今回の調査

全国調査

ちょうさこんかい

ぜんこくちょうさ

◆自
じ

己
こ

認
にん

識
しき

　�回
かい
答
とう
した人

ひと
自
じ
身
しん
のことについて、どれくらいあてはまるかを聞

き
きました。

　全
ぜん
国
こく
調
ちょう
査
さ
と比
くら
べると、①の質

しつ
問
もん
に対

たい
して「あてはまらない」と答

こた
える（自

じ
己
こ
肯
こう
定
てい

感
かん
が低

ひく
い）人

ひと
の割
わり
合
あい
が高

たか
いですが、「うまくいくかわからないことにもがんばって取

と

り組
く
む」人

ひと
の割
わり
合
あい
は高
たか
いことがわかります。



指
し

標
ひょう

・目
もく

標
ひょう

「みやぎこども幸
こう

福
ふく

計
けい

画
かく

」では、計
けい

画
かく

の内
ない

容
よう

の進
すす

み具
ぐ

合
あい

を確
たし

かめるために、目
もく

標
ひょう

を決
き

めています。

これからの５年
ね ん

間
か ん

に目
め

指
ざ

すこと（目
もく

標
ひょう

の一
いち

部
ぶ

）

合
ごう
計
けい
特
とく
殊
しゅ
出

しゅっ
生

しょう
率
りつ
※１

計
けい

画
かく

を作
さく

成
せい

した時
とき

の数
すう

値
ち

【令
れい

和
わ

５年
ねん

】

1.07

目
もく

標
ひょう

値
ち

【令
れい

和
わ

11年
ねん

】

1.40

県
けん
民
みん
満
まん
足
ぞく
度
ど
※２

目
もく

標
ひょう

値
ち

【令
れい

和
わ

11年
ねん

】

40.0％

計
けい

画
かく

を作
さく

成
せい

した時
とき

の数
すう

値
ち

【令
れい

和
わ

５年
ねん

】

30.6％

「自
じ
治
ち
体
たい
こども計

けい
画
かく
」※３

を作
つく
った市

し
町

ちょう
村
そん
数
すう

目
もく

標
ひょう

値
ち

【令
れい

和
わ

11年
ねん

度
ど

】

35市し 町ちょう村そん

計
けい

画
かく

を作
さく

成
せい

した時
とき

の数
すう

値
ち

【令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

】

０市
し
町
ちょう
村
そん

こども食
しょく
堂
どう
※４の数

かず

0

50

100

150

200

250

300

198 か所
しょ

198 か所
しょ

70 か所
しょ

70 か所
しょ

しょ300か所（か所）

令
れい
和
わ
６年
ねん
度
ど
令
れい
和
わ
11年

ねん
度
ど

令
れい
和
わ
２年
ねん
度
ど

保
ほ
育
いく
所
しょ
等
とう
利
り
用
よう

待
たい
機
き
児
じ
童
どう
数
すう
※５

0

10

20

30

40

50

41 人
にんにん

18 人
にんにん

18 人
にんにんにん

０人
を継続

にんにん

けいぞくけいぞく

（人）

令
れい
和
わ
６年
ねん
度
ど 令

れい
和
わ
７〜

11年
ねん
度
ど令

れい
和
わ
５年
ねん
度
ど

みやぎ結
けっ
婚
こん
応
おう
援
えん
・

子
こ
育
そだ
て支

し
援
えん
パスポート※６

協
きょう
賛
さん
店
てん
舗
ぽ
数
すう

2,000

3,000

4,000

5,000
5,000店舗

3,546店舗
てんぽてんぽ

てん ぽてん ぽ

（店舗）

2,301店舗
てんぽてんぽ

令
れい
和
わ
２年
ねん
度
ど
令
れい
和
わ
６年
ねん
度
ど
令
れい
和
わ
11年

ねん
度
ど

用
よう

語
ご

の説
せつ

明
めい

※１ 合
ごう
計
けい
特
とく
殊
しゅ
出
しゅっ
生
しょう
率
りつ
…一

ひと り
人の女

じょ
性
せい
が一
いっし
生
ょう
のうちに平

へい
均
きん
して何

なん
人
にん
のこどもを産

う
むかを推

すい
計
けい
した数

すう
値
ち
のこと。

※２ 県
けん
民
みん
満
まん
足
ぞく
度
ど
…�宮

みや
城
ぎ
県
けん
が毎

まい
年
とし
実
じっ
施
し
している意

い
識
しき
調
ちょう
査
さ
の中

なか
で、「子

こ
ども・子

こ
育
そだ
てを社

しゃ
会
かい
全
ぜん
体
たい
で切

き
れ目

め
なく応

おう
援
えん
する環

かん
境
きょう
をつくる」につい

て「満
まん
足
ぞく
」「やや満

まん
足
ぞく
」と答

こた
えた人

ひと
の割

わり
合
あい
。

※３ 自
じ
治
ち
体
たい
こども計

けい
画
かく
…�国

くに
が決

き
めたこども施

し
策
さく
の基

き
本
ほん
的
てき
な方

ほう
針
しん
（こども大

たい
綱
こう
）をもとに、都

と
道
どう
府
ふ
県
けん
や市

し
町
ちょう
村
そん
が作

つく
る計

けい
画
かく
のこと。

※４ こども食
しょく
堂
どう
…�こどもが一

ひとり
人でも食

しょく
事
じ
ができ、無

む
料
りょう
か安

やす
い料
りょう
金
きん
で参

さん
加
か
できる場

ば
所
しょ
や活

かつ
動
どう
のこと。

※５ 保
ほ
育
いく
所
しょ
等
とう
利
り
用
よう
待
たい
機
き
児
じ
童
どう
数
すう
…�保

ほ
育
いく
所
しょ
などの施

し
設
せつ
に入

はい
りたかったのに入

はい
れなかったこどもの人

にん
数
ずう
のこと。

※６ みやぎ結
けっ
婚
こん
応
おう
援
えん
・子

こ
育
そだ
て支

し
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